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1序 ～本能論よ りの反省

本能(instinct)と は,Hilgardに よれば,「 種 に独特 な,無 学 習的でパ ターン化 され た 目

標追求的行動(例 えば鳥の造巣<nest-building>や 鮭の移住<migration>に よって例証 さ

れ る)」 と定義 され る。 しか し,こ れが本能 であ ると断定す る(decide)こ との 出来 るの

は,動 物 の行動を観察 した後言 え ることであ って,そ こには,反 射 や走性に よるもの も本

能 とし,あ るいは 馴化 や 条件反応 ・学習 による もの もすべ て本能 とみなす危険性 がひそ

み,い たず らに行動 の列挙 に終 る杜撰 さが あ った。

今 日,行 動 科学の名の下 に,い つれ が反 射的か走性的か本能 的か学習的かを求 めるよ り

も,行 動 とい う概念か ら今 迄の反射 ・本能を見れ ば,よ り明 白な る区別を見 るで あろ うと

され て いる。根源が ど うあろ うと,行 動をみれば,行 動 の/¥°ターンは 自ずか らい くつかの

差違が あるとい う訳 であ る。今 日,動 物 の行 動は,か くして次 の様 に分類 され てい る。

1.生 得 的(先 天的)行 動 ・…・・経験,ま たは学習的過程 によ って変客 されてい ない行動

で,こ の中には次 の3つ が数え られ る。

1)反 射 的行動

2)走 性的行動

3)本 能的行動

∬.習 得的(後 天的)行 動 …… 経験,ま たは 学習的過程 によって 変容 され てい る行動

で,次 の3つ が数え上 げ られ る。

1)馴 化 的行動

2)条 件反射 的行動

3)学 習的行動(広 義)

動物 には進化 の順序が あ り,そ の根 源は中枢が ある もの,即 ち脳の相違に よって動物 と

動物,動 物 と人間 の行動 の差違 を認 め ることがで きるとい う神話が現代に はある(時 実 利

彦)。 しか し,脳 のどの部位が どん な行動を起 しうるか とい うことの決定 もなかなか困難

な面 もあ るようだ。 この方面 の研究 は,ガ ル(gall)の 骨相学 か ら 続 いてい るが 人間の研

究 の方面 では,本 能 の研究 の終着駅 が行動の羅列 に終 った杜撰 さをい ましめて・医学面 で

の脳の研究が進み,一 つの要求論を形成 した歴史が心理 学にはあ る。 この方面 の研 究は・

「行動を衝 き動かす 因」としての動 因(drive)と い う方 面か ら追究が な され,そ れは・ 更 に

「欠 けて い るか ら動因 とな るのだ」 とい う心 理の底た る要求(need)の 研究へ と進 んだわ

けであ る。 しか し,動 因 も要 求 も,果 として の行動 か らみ ると,欲 して い るのだ と考 え ら

礼 欲求(want)と い う名の下に総括 され る。す なわち,欲 望や願 望や希求(desire,wish,

aspire,ambition,want)の ない ところには行動 はないのであ って,そ れが物 質的(avarice,

greed,covetousness,loveofmoney)で あ礼 官能 的(desire,cupidity,appetite,pas御

sion;Begierde)で あ礼 精 神的(spirit,psyche)で あれ,欲 求がな いとは言 えないので
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あ る。 しか し,こ れ は,GestaltPsychologyの 如 く,人 間を全一 体,全 体 的にみ る余 り,

一体 的にみ た分析 とい う立場を と り,情 緒や感情 が入 る余地 をゆ る した。McDougallが

本 能 の研究に於て情 緒を無視す ることが 出来 なか った様 に,欲 求 の意味 には,今 日,情 的

な ニユ ア ンスが強 い。 しか し要求 な る語 は,よ り物理 的 ・化 学的 で,そ の無機 的唯物的 な

語感 とニユ ア ンスか ら,科 学 的心理学を標 榜す る現代 心理学 では もっぱ ら好 んで使われ て

い る。

さて,要 求 論の是 非を論ず る前 に,先 ず提示 された要求論 を一覧す るのが よいであろ う。

II要 求論 のさま ざま

古来,欲 求 の問題 は,ロ ゴス(logos知 的素質)に 対す るパ トス(pathos情 意素質)の

問題 で あった。 情(感 情)と 意(志)は 密接 に連 関 して いて これ を区別 す ることは非常 に

困難 な場合が 多い。

したが って,欲 求 の問題は感情(passions)の 問題 とされ,そ れで 感情 とは,欲 望 ・怒

り ・恐れ ・安心 ・羨望 ・喜 び ・愛 ・憎 ・憧れ ・競 争心 ・憐 欄な ど快苦 を伴 う状態 とされて

いた(Aristoteles)。 イン ドで も欲 求 は感情 生活か ら出処す るもので,快 苦 を伴 うもので

あ るとい う立場を とってい る。

1)ThomasAquinas(1225～1274)… … パ トスに 関す る中世 の思想 は,ト マ ス ・アク

イナスに よって大結実 をみた。彼 は,passio(感 情)の 語 義を区別 し,精 神が受動 的に動

か され るのは偶 有性(Zufall)に よ るとし,そ の介在物を身体 とした。 そ して,エ ネルギ ー

の運動は,身 体か ら精 神へ,精 神か ら身体 へ も及ぶ もの と考え た。 か くして 感情は2種 あ

る。

1.身 体的感情(passiocorporalis)… … 傷 のよ うな もので,運 動は身体か ら精神へ波

及す る。

2.精 神的感情(passioanimalis)… …怒 り ・恐れ などの もので,運 動 は精神か ら身体

へ波 及 し,身 体 的変化 を結果す る。

欲求 を論ず る とき,我 々 も,こ れ に倣 って(1)身 体的要求(身 体→精 神),(2)精 神的要求

(精 神→身体 的変化)を 区別で きよ うとい うもので ある。 しか し,愛 ・喜 び などは,神 ・

天使 ・人 間のあ る場合 に向け られ る時,そ れが 知性的 な欲求 に於て あ る限 りで は感 情では

な く意志で あ ると彼は してい る。か くて,知 性 的欲求の 同様 な運動 は,屡 々同 じ名で呼ば

れ るが,感 情 ではない。但 しそれ は,エ ネルギ ーの過剰流 出に よって感覚 的欲求 を衝 き動

か し,身 体的擾乱(bodilydisturbance),と な り結 果的 に感情 とな るこ ともある。 知性的

欲求 は,彼 の場合,一 般的 な善な いしは望 ましき もの(thedesirable),す なわ ち価値 に向

け られて単 一であ るのであ るが,感 覚的欲求 は感 覚的 な善 ・悪 の価値,す なわ ち結 果的に

は快苦 につなが る ものに向 け られ を欲求 的欲求(apPetitusconcupiscibilis)と,障 害 が あ

る場合認 知的な感覚 か ら,や は り,善 ・悪が 想定 され る方向へ動 く怒 り的欲求(appetitus

irascibilis)が 区別 され ると した。 か くて彼 は感情を次 の ように欲求 の面か らみた。
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感 情

(passio)

一善の方向へ欲求す るもの……愛 ・欲望 ・快(結 果は喜)
一欲 望 的一L

悪の加 へ傾斜す るもの.….憎 嫌 悪.苦(果 は悲)

L怒 り吟

一善の方向を志向す るもの……希望(上 向)・ 断念(人 間関係に

於ける上向)

一悪 の方 向を示 唆す るもの……恐 れ ・勇気 ・怒 り(下 向 と下 向か

らの脱皮)・

正 にパ トス は 動 因 が 含 まれ て い る こ とを 喝 破 して い る。 そ してz個 体 に と っ て 望 ま しき

もの(一 一般 的 価 値)と 望 ま し くな い もの(反 価 値,低 い 価 値)へ 向 う 価 値 志 向 を も含 め

て,そ れ が 感 情 に つ な が る こ とを み て と っ て い る。 この よ うに,欲 求 の 発 現 の 前 後 に は 必

ず 感 情(need-satisfaction喜 悦 と不 快 及 至 は 不 協和)が あ る訳 で あ るか ら,近 時 の 要求 論

か らみ る と非 常 に人 開 性 あ ふ れ た 温 い,要 求 のJi」 に な って い る。

2)Vivesル ドヴ イ ッ クス ・ヴ ィヴ ェ ス(1492-1540)。 彼 は 愛(amor)快 と(deleetatio)

を 感 覚 か ら発 す る も の と 考 え ず,も っ と 内 面 的 な 意 志 の 機能 か ら発 す る も の で あ る と し

た 。 彼 は 感 情 を も って,善 の 獲 得,悪 か ら の 回 避 も し くは そ れ へ の 抵 抗 と 考 え た か ら,感

情 も ま た 善 に 関 係 す る もの(adbonum),悪 に 関 係 す る もの(admalum),悪 に 対 して

積 極 的 に 闘 争 す る も の(contramalum)の3種 に 分 類 した。

(A)善 に 向 う感 情(AffectLisadbonum)

1.そ れ 自体 善 で あ る場 合:愛,寵 愛,敬 愛(adbonumperse:allubescentia,amor

favor,reverentia}

2.現 在 あ る 善 の 場 合:愉 快,楽 しみ(abonumpraesens:laetitia,delectatio)

3.未 来 に 善 を 予 想 して い る場 合:食 欲,希 望(adbonumfuturum:cupiditas,

spes}

(B)悪 に 向 う感 情(Affectusadmalum)

1.そ れ 臼体 悪 で あ る場 合:不 快,憎 しみ(admalumperse:offensio,odium)

2.現 在 あ る悪 の 場 合:悲 しみ(amalopraesenti:moeror)

3.未 来 に 悪 が 予 想 され る場 合:恐 れ(amalofuturo:metus)

(C)悪 に 対 向す る感 情(Affectuscontramalum)

1.現 在 あ る悪 に対 向 す る感 情:怒 り,嫉 み,嫌 厭(contramalumpraesens:ira,

invidia,indignatio)

2.未 来 に来 る で あ ろ う悪 に 対 す る 準 備 的 感 情:自 信,勇 気(contramalumfutu-

rumfiducia,audacia)

彼 の 分 類 に対 置 さ せ てR.Padeは,ト マ ス ・ア ク イ ナ ス の 分 類 を 試 み て い る(H.M.

Gardiner,R.C.Metcalf&J.G。Beebe--Center,"FeelingandEmotion1937"矢 田 部

達 郎 ・秋 重 義 治 訳 ・理 想 社P117-118)。

(A)欲 望 的 感情(Passionesconcupiscibiles)

1

2

3

4

そ れ 自体ztr,C:i:愛(bonumperse:amor)

現 在 あ る善 と し て:楽 しみ(bonumpraesens:delectatio)

未 来 に くる 善を 求 め て:欲 求(bonumfuturum:desiderium)

そ れ 自体 悪,離 反:攻 撃(malusperse,recessuln:odium)VivesのBの1に

対 置 され る。
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現 在 あ る悪 離 反:恐 怖(malumpraesens,recessum:tristitia)VivesのBの

2に 担 当 す る。

未来 に くる悪 離 反:嫌 悪(malumfuturum,recessum:fuga)

(B)怒 り的 感情(Passionesirascibiles)

1

2

3

4

5

ここでaccessum,

をい う。

3)Peregrinusは,ア リス トテ レスと トアスとを結合 よしうとして次の様な分類 を行 っ

た。

1.欲 望的___.,憎,欲 求,嫌 忌,喜,悲

2.怒 り的一 望み,恐 れ,勇 気,失 望,怒 り,温 厚,

3.混 合的一節制,不 節制,嫉 妬,軽 蔑,情 欄,憤 慨,羨 望,悪 意の快

以上 いずれ も中世 までは,感 情 と要求 とを 区別せず,非 常に人間性の追究 という点に重

点 を置 いて いる。 この方面の傾向は,後 程,マ アレイに よって復活 され る。

近代 の要求論は,感 情 との交錯によ るパ トスの不合理性 よ り説 きお こさず,ま た人間を

静態 的にみ た観点か ら 考え られ る 本能 か らもみず,も っと 人間を動的な 連 関性 の うちに

おき,社 会的 ・歴史的に決定 され る欲求 を問題にす るものである。(こ の項 は後 に述べ ら

るべ きであ る)

4)W.Thomas(1863～1947)&F.Znaniecki(1882～)… …社 会学者 と トマスとズナ

ニエ ッキーは,社 会生活を営む人 問に 共通な願 望("wishes")(基 本 的な社会的動機the

basicsocialmotives)と して4つ を区別 した。(1923)。

1.安 全を求め る願 望(forsecurity)… … これは生理的安定を求 めるものか ら,社 会生

活におけ る安全を求め るものまでを含んでい る。

2.感 情的反応を求 める願望(他 人からの応答を期待す るもの,forresponsefromone's

fellows)… …これは人を愛 し,ま た愛 され ることを望む願望で,性 欲 と関連す る。

3.社 会的認知を求め る願望(承 認を求め るもの,forrecognition)… … これ は他人か ら

の認知 ・賞讃 ・尊敬を得たい とい う願望であ る。

4.新 しい経験を求め る願望(fornewexperience)・ ・…・これは1.と 反対 に革新性を もつ。

5)セ イルズ(Sayles1928)は,児 童の基本 的な感情的要求 と して4つ を区別 した。

未来 に くる善,接 近:希 望(bonumfuturum,accessum:spes)

未 来 に くる善,離 反:断 念(bonumfuturum,recessum3desperatio)

現 在 あ る悪,接 近:怒 り(malumprae-sens,accessum:ira)

未 来 に くる悪 接 近 言勇気 の わ く感情(malumfuturum,accessum:audacia)

未 来 に くる悪,離 反:悲 しみ(malumfuturum,recessum:timor)

recessumと は,ス コ ラで は それ ぞ れ 善 に 近づ き,悪 か ら離 れ る運 動

1.安 定 の要求

2.独 立 した人 格 へ 成 長 しよ うとす る要 求

3.具 体 的 な多 少 と も到 達 し得 る理想 ま た は 目標 へ の 要求 。

4,仲 間(companionship)の 要 求,す な わ ち親 や 同年 令 の もの と一 緒 に い た い と い う

要求 。

6)プ レス コ ッ ト(D.A.Prescott)の 分 類(D.A,Prescott,EmotionandtheEdu-

cativeProcess,pp.1938,PP.113～125)。

1.生 理 的 要 求(Physiologicalneeds)
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a.有 機体 に欠 くことの 出来 ない物質や条 件を求 め るもの ……身体 的生存 の要求 に 関

す るもので,空 気 ・食物 ・排 泄 ・宿 り ・病気 と危 険の 回避が数 えあげ られ る。

b.身 休的活動 と適 当な休 養の配 合 と調 和を求め る もの… …活動 とその反対 の休 息を

求 め る要求。

c.性 的活動 ……性的要求

2,社 会的要求(Socialneeds)

a.愛 情

b.集 団所 属また は集 団参 加

c.他 人 との類 同を求 め るもの("likenesstoothers")

3.自 我 的要求(EgoandIntegrativeneeds)

a.現 実 との接触 を求 める もの

b.現 実 との調 和 〃

C.象 徴化 の進 展 〃

d.自 己の指 導(Self-direction)の 増 大 〃
ランス

e.成 功 と失 敗 の 均 衡 〃

f.個 性 の 発 揮 〃 … … 自己 の 義 務 と他 人 の 義 務 とを 調 和 させ る成 熟 した 個 性

の 獲 得 と維 持 ・発 展 を 求 め る も の。

7)キ ャロ ル(H.A.Carroll)の 分 類(H.A.Carroll,MentalI{ygene,1947,P.

28)1947,P.28)o

1.情 緒的安定性 に対す る要求

2.成 就 または支配 に対す る要求

3.承 認 または地位 に対 す る要求

4.身 体的満足 に対 す る要求

8)ソ ープ(L.P.Thopre)の 分類(L.P.Thorpe,ThePsychologyofMentalHe-

alth,1950,PP.39-41)0

1.有 機休 的要求 ……身休的健全 性を維持す る要求

2.白 我的 要求 ……承認 を求 め る要求

3.社 会的要求 ……安定 感 ・安 全 ・愉 楽を決め る要求 。そ の他,社 会 に対す る助力,協

同,愛 情 と博愛な どの協力的 な ものを含 んでい る。

9)サ ン フオー ド1.社 会的要求2.情 緒的 要求3.知 的要求

10)フ エン トン(N.Fenton1944)は,精 神衛生 を 説 く立場か ら7つ をあげ る(N.

Fenton,MentalHygieneinSchoolPractice,1943)0

1.健 康な身 体 と良 い立 派な休格 および美 しい容姿に対す る要求

2.安 定感 の要求

3.社 会的適 応お よび社 会的承認 に対 す る要求

4.優 越感 の要求,力 の感情 に対す る要求

5.自 己の条 件お よび現 実を受認す ることがで き るとい う要求

6.好 奇心 や愉楽を経験 し,す なわち,新 奇 な経験 ・喜 こば しいことの経験,積 極的な

変化 に富む興味 を獲得す る ことに対す る要求

7.発 展 しつつあ る人格 と考え られ ることに対 す る要求,自 己の個性 の発 展に対 す る要

求
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11)チ ヨ ー ル マ ン(R.C.Challman)の 分 類(A.1.Gateetal.,EducationalPsycho・

logy,1948(3rded,)PP.618^619)0

1.有 機 的要 求(Organicneeds)・ ・一 空 気 ・食 物 ・液 体 ・適 当 な 温 度 ・休 息 ・睡 眠 ・排

泄 な ど の 要 求,性 的 満 足 や 活 動 を 求 あ る欲 求 。

2.人 格 的 要 求(Personalityneeds)

a.愛 情 の要 求

b.所 属 の要 求

c.成 就 の 要 求

d.独 立 の 要 求

e.社 会 的 承 認 の 要 求

註:Gatesの 教 育 心 理 学 の 旧 版(1942)に は,チ ヨー一ル マ ンの 分 類 で の 成 就(achievem-

ent)の 要 求 の 代 りに,自 尊 心 の保 持 を あ げ て い る。

12)Maslow(1954)は,基 本 的要 求thebasicneeds(biologicalandsocia1)と し て 次

の5つ を あ げ,且 つ それ を1を 基 底 と し,順 次 に5ま で 階 層 を な す もの と し,自 己 実 現 の

要 求 が,人 格 の 頂 点 に 位 す る も の と し た 。
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生 理 学 的要 求(physiologicalneeds)

安 全 性 の要 求(safetyneeds)

所 属 と愛 情 の 要 求(belongingnessandloveneeds)

尊 敬 の 要 求(esteemneeds)

自 己 実 現 の 要 求(theneedforself--actualization)

13)精 神病学者 プ ラン ト(」.S.Plant1937)は,児 童 に関す る広範 な研 究か ら,児 童

の心 理的要求 のお もな もの として次 のよ うな ものを あげた。

1.安 定 感の要求 。

2.所 属 感の要求。

3.他 の もの との同一性 の要求。

4.自 己の 内而 的尤 を発達 させ,か つ それを表現 しよ うとす る要 求。

5.成 功の 感情の 要求。

14)フ ランク(L.K.Frank1938)は,児 童の基 本的要求 を次 の様 に要 約 してい る(潟

永 重次薯 「児ter_.tI心理学」三一 需房,1956,PP.55)。

1.食 事,保 護,安 息,運 動 な どの身体 的要求 。

2.愛 情,保 証 な どの心理的要 求。

彼 の分類 は,児 童 の要求 を一層 包括 的な観点 か らと らえ い るので,極 め て価値が あ る。

彼 は次の様 にい う。 児童 は,彼 自身の速 度にお いて成 長 し発達 す るために,必 要 な食 事,

安息,睡 眠,遊 び などを要求 す る。 児童 の この よ うな 身体的要求 は,児 童 の身長や体 重の

成長 と状 態 と,何 らかの 関係が あ る。 さ らに身体 的要求 は,身 長や体 重や胸 囲な どの成長

と,関 係が あ るだ けでな く,生 理的 機能 の発 達 と も密接 な関係が あ る。

さらに彼は,我 々に対 して,各 児童 の成 長を,つ ね に平均 値 に接 近 させ ようとす る こと

が,必 ず しも価値 ある ことで はな く,大 切 なのは,各 子供が,つ ねに成 長 しつ つあ る,と

い うい う事 実で あ る,と 教えて い る。

彼 は さ らに,社 会集団 に よって承認 さるべ き子供 の要 求 と同様 に,子 供 に対 す る我 々大

人 の要求 の効果に ついて も,認 識 す る必 要の あ ることを述べて い る。 これ を,大 人 た ちに
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要 求 論(NeedTheories)一 そ の1

対 す る重要な示 唆で あ り,大 人の好 み ・興味 ・躾の態 度が,子 供の要求を左右す る家族的

心 理の認識を述べて い るのであ る。

15)レ イーン(Lane,H.1945)は,彼 の児童 の犯罪 に関す る研究 の中で,児 童の基本

的要求 と して次 よ うな ものをあげてい る。
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例えば,

す る,

ちが なければ,

秘密につ いて の要求 において,

い と思 うつ よい要求 を もつ。 娯楽の 要求において,

例,娯 楽 を持つ ことにおけ る失敗か ら生ず る,

16)潟 永重次 の分類(潟 永電次著 「児童心理学」三一 書房,1956,PP.52-55)。
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愛情 にお け る安 定への要求

友情 と理解へ の要求

権威への要求

秘密 につ いて の要 求

娯楽の要求

友情 と理解へ の要求においては,(ユ)」 乙供は,だ れか と話す ことを非常に欲

ので あ り,(2)∫ 二供は,友 だ ちな しで はい られない,の で ある。 も し,語 る友だ

どん な大人 とで も,語 りた いとす るつ よい要求を持 つ。

チ供 は,彼 の私有物や,彼 自身 の:考え を秘密 に していた

子供が最 初に 犯罪 を おかす のは,通

と彼は いって いる。

17)牛 島義友,幼 児 の基 本的要求を充足 し,こ れ を阻止す るもの を排除

す ることを主 目標 と して発達 カ リキユ ラムをつ くり,基 本 的要求 はつぎの ように した(守

屋光雄著 「発達 心理学」朝倉 書:店,昭371,昭393,PP.119)。
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愛情の要求

地位への要求

所属感の要求

他のものとの同一性の要求

表現の要求

成功の感情への要求

か っての幼稚園令(大15)で は,

項 目が設定されていたが,

学校教育法に示された幼稚園教育の目標実現のため,

基礎として,① 見学② リズム③休息④ 自由遊び⑤音楽⑥お話⑦絵画⑧製作⑨自然観察⑩ ゴ

ッコ遊び ・劇遊び ・人形芝居⑪健康保育⑫年中行事の12の 保育内容の項 目が提示され,こ

れらの全てに要求は向けられていると した。

その後,「 保育要領」 における保育内容が系統的 ・組織的でないこと,保 育 内容と目標

とのつなが りが明示されていないことなどの点について批判が向けられ,昭 和31年 に,文

部省か ら 「幼稚園教育要領」が公にされ,次 の5つ の児重の基本的要求がまとめられた。

1.健 康で安全な生活を営む要求

2.幼 稚園内外における身近な集団生活に適応 したい要求(集 団参加 ・所属 ・適応)

情緒(愛 され た い心,成 就感,自 信,美 しい周囲)

社 会性(独 、7:,所属,承 認,協 力,理 解,伝 達,自 己表 現)

知能(探 究,自 然の認識 文化 財の保存,生 命の尊 さ,計 画性,明 晰な思考,問 題

の処理)

健 康安全

保 育項 目と して,遊 戯 ・唱歌 ・観察 ・談 話 ・手 技の5

戦後(昭22)に は文部省か ら 「保育要領」が公 に され て,こ の

楽 しい幼児の経験 を得 させ ることを
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3.身 近 な 自然 に,興 味や 関心を もと うとす る要求

4.こ とばを 正 しく使 い,童 話や絵本 な どに興味 を示 す要求

5.自 由な表現活 動 に よって 創造性 を 豊か にせん とす る要求 。

幼児 は,こ の5コ の要求 を潜在 的 に有す る もの とみな し,幼 児 の興味 と要求 とを遊 離 し

た主知主 義的偏 向に 陥 る保育 を さけたので あ る。 この保育 内容 と して の経 験領 域を,① 健

康 、②社 会、③ 自然、④ 言語、 ⑤音楽 リズム、⑥ 絵 画製作 の6領 域に分 けて い る。

18)塚 田毅 の分 類(「 教育心 理学」 現代 心理学体 系4共 立 出版,昭311,昭324,PP°194

-19?) 。

彼 は,人 間 の要 求 には色 々あ ると しなが らも,そ の 中で特に根 源的 な傾向 を示 す と考 え

られ る要求 を基本 的要求basicneeds(cf.園 原太郎:基 本 的要 求 の理論,児 童 心理Vol.

6,No.10,PP.1-Z3.)と し次 の ように分類 して い る。

基本 的要求

1.生 理 的要求(physiologicalneeds)・ … ・・有 機的要求(organicneeds)・ 体 組織要求

(tissueneeds)… … これ には 身休 内部 に生ず る欠 乏の充足過 程 と して の吸気お よび水

や食物 の摂 取 に対 す る要求,体 内の廃 物の 放 出過 程 と して の呼気 や排泄 に対す る要 求

一 定範 囲を越 え る暑熱 ・寒 冷や苦痛 を回避 しよ うとす る要 求
,休 息 ・睡眠 に対 す る要

求等 が挙 げ られ る。 か か る要求 が高 ま る時 は体 内不均衡の指 標 と して の緊 張又 は不快

感又 は不 足感(内 職的 緊張:Symonds,P.M.)が 体 内に生 じて い るので あ り,実 際

に も体組織 上の物 理的 あ るいは生理 的変化 と して現れ て くる。

しか し彼 は,動 物 の 食欲 に 対す る 生理 的以外 の条件 に ついて は,カ ツツKatz,D

(1884～1953)の2要 因説(Zweikomponent-Theorie)(要 求 の働 きは有機体 の 内部

状態 と外的環 境 との相互 関係 に よって規定 せ られ るとい う要 求の場 説)が あ る ことを

指 摘す る。 彼は カ ッツの指導下 に バ イエル(Bayer,E.)が 行 った実験(1929)は 鶏

の食 欲が社 会的要 因 とで もい うべ き外 的条件 に よって 左右 せ られ ることを興味 あ る実

験 例 を もって 示 してい る ことを註 に あげて い る(cf.Katz,D.:AnimalsandMen,

rev.ed.,1953,PP.117-118.塚 田著PP.195脚 註)。

2.人 格 的要 求(personalityneeds)

2-1自 我 的要 求(egoneeds)… … 自己の発展 ・完 成を 目指 す もの。

2-1-1探 究の要求(needforexploration)… …未知 の世界 に接触 し新 しい経験

を得 たい とい う要求。(needfornewexperience)

2-1-2成 就 の要 求(needforachievement)・ ・…・価値 の あ る仕 事 に従 事 し他人 よ

りも優越 して これ に成 功 したい とい う要 求。needforaccomplishmentと も

い う。

2-1-3独 立の要求(needforindependence)・ … ・・他 人 に制 約せ られず 自己の責

任 にお いて 決定 し行動す る自由を確保 したい とい う要求。

2-2社 会 的要求(socialneeds)… …社 会的安 定 ・充 実を 目指す要求 。

2-2-1愛 情の要求(needforaffection)… … 自己 と他人 との間 に相 互 に愛 情や

好 意を分 か ちあ って生 活 したい とい う要求。(needforinteraction)

2-2-2所 属 お よび協 同の要求(needforbelongingnessandco-operation)… …

集団 に加入 しその 巾の価値 あ る成 員 と して認 め られて 協同生 活を営 みた い と

い う要求。
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2-2-3社 会的承 認の要求(needforsocialapProval)… …r{己 の行為お よび入

格が 他 人か ら承 認せ られ賞 讃 ・尊敬 せ られ た いとい う要求 。

彼 は,愛 情の要求 と所 属の要求 とは緊 密な 関係が あ り,こ の2つ の要求が 満た され るこ

とは人 間が安定 した生活 感情 を持つ ために 重要で あ ると し,Challman,R.C.は この2

つの要求 を安定 感の要求(securityneed)と 呼び,成 就 ・独 、7二・社会的承 認の3要 求 を充

全感の 要求(adequacyneeds)と 称 して い ることを 紹介 して い る(Challman,R.C.:

`Theadjustmentoftheindividual"
,inGates,A.1.etal.,EducationalPsychology,

3rd.ed.,1948,PP.623～624)o

充全 感の保持 は人間が 臼信 とか 自尊 とか い った 自己信頼 感を もって積極 的 ・建設 的な生

活 を営んで い く上 に必要で あ り,こ れ を欠 くと劣等感(feelingofinferiority)に 陥入 る。

さらに彼 は,そ の他 に,自 我 的要求 に入 る もの と して所有 ・防 禦 ・攻撃 の要 求を,社 会

的要 求 と して 支配 ・服従 等の要求 を 付加 して い る。

19)阪 本一 郎 も生 活体 に とって,も っ とも基本 的な もの(基 本 的要求)を 分類 して い る

(阪本 一郎 著 「図説 児童心 理」 岩崎学術 出版 社,1968.PP.14～15)。

1.生 理 的要 求一 生理的 な不均衡 を除 去 しよ うとす る要 求。

1-1器 官の要求 … …生活体 に 欠 くことので きな い 物 質や 条件 を 求 め る もの。飢

え曽 渇 き,保 温,排 泄,性 欲 な ど。

1-2運 動の要求 … …生理 的 なエネルギ ーが蓄 積 され たため,こ れ を解 放 しよ うと

す るもの。

1-3休 養の要求 …… エネルギ ーの消失 を防ぎ,あ るいは回復 しよ うとす るもの。

イ木息,睡 目民0

2.人 格的要求一 個 人的 ・訟 会的生活 を営む 一ヒで も不足 な条件を満 た そ うとす る要求 。

2--1愛 情 の要求 ……環境 の人 々 との問 の人間 関係 を,も っと親密 に しよ うとす る

もの。

2-2所 属 の要 求 …… 自分 に とって有 利 な集団 に参 加 して,安 定 した位 置を 占め よ

うとす るもの。

2-3独 立の要 求 ……社会 的に 自立 して,臼 由な 行動を行 い,自 己を主 張 しよ うと

す る もの。

2-4承 認 の要求 …… 自分 の価値 を周 囲の人 々か ら認め られ よ うとす るもの。

2-5成 熟 の要求 … … 自分 の行 動が成 功 し,能 力が 向上す る よ うに,新 しい知識 や

経 験を 充実 しよ うとす るもの。

20)クmン バ ック(Cronback,L.J.)の 分類(Cronback,L.J.:EducationalPsy

chalogy.Harcourt,1954)o

1

2

ハd

4

5

愛情の欲求

権威者か らの承認の欲求

仲間からの承認の欲求

独立の欲求

自尊の欲求

27)ク ラィ ンバ ーグ(Kleinberg,0)は,特 定 の行 動や欲求が,す べ て の人 間 の問 に見

出され る程 度を,「 信頼性」(dependability)と い う概 念で表 現 し,そ の心理的 信頼 度の

程 度性 質の差 に基づ いて,基 本的欲求 を4種 に分類 した(Kleinberg,0.:SocialPsycho一
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logy.Holt,1954)o

そ して これが欲求 であ るとい う確証が え られ る信頼性 の基準 は,次 の三 つについてで あ

る。

① 人 間 と他 の動 物 との間 に連続 性,共 通性 が認 め られ るものであ る こと。

② 生化 学的基礎 が確認で き ること。

③ すべて の文化 に普遍的 に認め られ ること。

この ような確証 あ る基準(信 頼性)に 基づ いて,彼 は4種 の欲求 を分類 した゜

1.生 理学的 基礎を もった,最 も確証 性の高 い生理 的欲求。 これは,す べて の動物 に例

外 な しに認め られ る信頼性高 い もので あ る。

2.性 欲 ・母性 愛 ・自己保 存 の欲求。 これ らは,生 理学 的基礎 もあ り,殆 ん どすべ ての

動物 に認 め られ るが,個 人 差の大 きい欲求で あ る。

3.攻 撃性 ・回避 ・自己主張へ の欲求 。間接 的に生理学 的基礎を有 し,殆 ん どすべ て の

社会で発現す るが,集 団的,個 人 的差異の大 きい欲求 であ る。

4.所 属 ・愛 情 ・承 認への欲求。 生理学 的基 礎は認 め られず,二 次的心理欲求 と考え ら

れ るもので,す べて の社会 に可成 り普遍的 にみ られ る欲求 で ある。 これ らの欲求 は,元 来

は 目標達 成の手段 とな ることが 多い。

22)山 崎正 の分類(山 崎正 「子供 の発達 と要求」 児童 心理1952,6,PP.803-810)。
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身体的欲求

安定への欲求(愛 情 ・所属 ・承認)

成就への欲求(成 功 ・独立)

価値への欲求

23)戸 川行 男の分類(戸 川行 男 「適応 と欲求」1956,金}一 書房)。

1.生 活欲求

1-1官 能 欲求

1-1-1非 活動的 ……睡眠 ・休 息(身 体,感 覚 的快感 の欲求。 生理的

基礎が 明 白で,原 始 的欲求で あ る。)

1-1-2活 動 的 ・…・・遊 びや身体的 活動に 関す る欲求。走 ること,歩 く

こと,話 す こと。

これ らの欲 求 には 生理学的基礎が は っき りしない場合 もあ

るが初歩 的基本的欲 求で あ るる。

1-1鑑 賞欲 求

1-2-1非 活動 的……文学 ・演 劇 ・美術 ・ド1:楽・自然な どに関す 自然 美の審

美的欲求 で ある。

1-2-2活 動 的……絵 画製 作 ・作詞 作曲 ・創作 自演 な ど,科 学 的 ・文学 的,

芸術 的創造や構成 に従1す る欲求。成 就や 獲得の 欲求 と 関係が 深 いが いずれ

も,生 活欲求 は,文 化 創造 の根源力 た る生活 のバイ タ リテ ィーに関す る もので

あ る。

2.愛 情 欲求 。原始 的な性的 な欲 求か ら非 常に高次 の心理的な 欲求 まで またが ってい る

が,こ の欲求 にお ける認 知経験 は,生 きものであ って無 生物で はない(無 生物 の愛玩は,

鑑賞欲求 であ る)。 また,こ の欲求 の行動経験 は 自己中心的な ものではな く,世 話を し,

育て,助 け,協 力 し,相 手 のため に行動す るとい う献身 的行動が伴 い発展す るとい うこと
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が ある。性 欲 は官能 欲求 と同 じ く,生 活活動 の充足 を求 めて成 立す る場合が 多 く,原 始 的

であ るが,人 間の性欲求 には,非 常 に心理的 な人間性 が ある もので,原 始 的衝 動 と呼べ な

い ものが あ る もので,こ れは,エ ロス とアガペの問題 とな るであ ろ う。戸 川は 前者 の原始

的 欲求 を 「愛行 動の欲求」,後 者高次 の心理的 欲求を 「愛情体験 を生 じる行動 へ の欲 求で

あ る」 として 区別 して い る(高 野清純)。

3.適 応 欲求。 所属す る集団 の権威 に服従 して,そ の要請 ・命 令 ・指示 に適合 す るよ うに

行 動 しよ うとす る欲 求 であ り,そ の よ うな社 会的適応 に よって,報 酬を獲得 しよ うとす る

欲求 で あ る。か か る 「権 威」 とい うのは,親 ・教師 ・指 導者 や,そ の集団や 社会 に存 す る

道 徳 ・慣 行 ・思想 ・法規 な どを さす。適応 欲求 は,最 初,「 権 威」 の行動 を,そ の侭再現

す る行 動経験 として 認知 され るが,や がて かか る 同調行 動 と 全 く 異な る 自律 的観念経 験

が 、認 知経 験 にな るよ うに発達 して い く。 ここで観念 的経験 とい うのは,⊥ と して,口 贈

を 中心 とす る経 験で あ る。

4.成 就欲求 。課業 や仕事 な ど,し な けれ ばな らない'拝を遂行 し,成 就 しよ うとす る欲

求 。 これは,そ れ 自体 が 目的 とい うよ り,他 の欲求 の手段 とな る ことが あ る。

例 えば,適 応欲求 成 、rのため の手 段 とな る場 合…… 多 くの社 会的要請 にri致 せ ん とす る

欲求が 適応 欲求 で あ るが,そ れ らの欲求 を成 立せ しめ る重 要な るもの の1つ と して,学 業

や 仕事 の成就 遂行 とい うことが あ る。 そ して,そ の成就 や遂行が 社 会1'1勺要請 に適 合す ると

い うことが あ る。

成就欲求 は,生 活 欲求 の手段欲 求 と して も成 、ヒ!:する。 つ ま り鑑 賞欲求 満足 のため には,

それ に必 要な 知識 ・技能 ・能 力 の獲得が 必要 とな るが,こ れ は成就 欲求 に よ って可能 にな

る。 こ うして 成就欲求 は,欲 求 の障害 の解決 手段 と して も成 寸ノ:するが,成 就 欲求が 未成熟

で弱体 であれ ば,他 の欲求 も不満足 に終 る。 そ して,成 就 課題の 強度が 大 きければ,大 き

な抵抗 を もち,他 の欲求 満足 の障害 ともな る。 こ こに欲求不 満耐性が 強 くなければ,不 適

応を起す こ とにな る。

5.獲 得欲求 。獲 得欲求 は欲求の 分化 によ って,生 活欲求 か ら生 まれ た もの であ ると さ

れ る。

6.臼 我 欲求。我 を通 そ うとす る欲求 で,支 配 ・優 越 ・自己 ド張 ・白 ヒ独 、「/:・i'噂・自

由への 欲求 をnriん で い る。

7.逃 避及び攻 撃欲求。 逃避 欲求は,不 快 や苦痛 の停止 または軽減 を求め るもので,そ

の本質 は,そ の 行動 よ り,行 動 の結 果を求 め,IUI待 す るものであ る。

攻撃 欲求は,不 快 ・∵ri1:痛・恐れ ・憎 しみ ・怒 りなどを生 じさせ る対 象を攻 撃 し,破 壊 し

よ うとす る衝動 で,臼 己の 生活活動 に対す る.,<_1ヒ的な圧力 の排 除 と障害克服 を 目指 し,臼

我 の欲求 と相連 関 してい る。 また,単 な る破壊は,非 常 に情 緒的 な特 徴が あ る。

8.障r:t解 決 欲求。 この欲求 に よ る場合,L体 を変 容 して適 合 しよ うとす る場 合(adap-

tation)と,環 境 改 褥を はか ろ うとす る場 合(adjustment)と あ るが,挫 折す る 場 合は,

逃 避の機 制 とな り退嬰す る。 また,環 境改 、遍こ急 進的で あ る場 合は,攻 撃の機 制 となる場

合が ある。(未 完)
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